
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ事項（視点）

視点

① 事業名 大内コドモジカン 決算額 139,263円

視点

② 事業名 決算額 44,702円

視点

③ 事業名 決算額 18,199円

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

大内まちづくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

元気！　笑顔！　ともに支え合う大内

①夏休み等の長期休業日を活用して、各自治(町内)会単位で、子どもの体験活動（例：イモの苗
植え収穫体験・宿題教室等）を実施した。今年度は、新たに５団体の参加があった。子どもと大人
の新たな絆づくりのきっかけとなっている。

②　健康福祉部会がシニア世代を対象に５回のプログラムで毎年開催している。各回の単独申し
込みも可能とし、参加者の健康についての知識と実践・交流を深めることを目的に実施している。
希望者には活動量計の貸出も行っている。無理なく楽しく動ける講座には参加者も多い。次年度
以降もこころと体の健康について、多くの方に参加できる内容を再考したい。

ともに学び伝統と文化を継承させるまち

健康で幸せを感じながら生活できるまち

活発な交流でみんなが生き生きと活躍できるまち

元気あっぷ健康講座

大内子ども未来プロジェクト

③　令和２年度から小・中学生が集まり、子ども目線で地域課題について考える熟議に取り組んで
きた。翌年から高校生にも参加してもらい、小・中・高の校種の違う子ども達が集まって熟議を実施
した。今年度は、１回目に「住みよい大内地域にするにはどんなことが必要か」について話し合い、
２回目は市議会議員の方４名も参加して、１回目の熟議の中から実現させるために必要な工夫や
取組について話し合った。

　第３期大内まちづくり計画に則って活動を進めており、特に、各種の地域課題をみんなで解決してい
こうとする姿勢「ともに支え合う」を意識して、いろいろな事業を展開してきた。大内まつりやおおうち産
業フェアなど、各関係団体と連携を取りながら、地域住民がともに支え合い、活力ある地域づくりを進め
ている。
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５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

1,638,068円

（実施内容）　地域住民の交流と親睦を深めるまつり

（実施時期）令和７年４月１３日（日）

（実施内容）　大内地区の自治(町内）会が参加する運動会

（成果）　災害義援金の募金活動にも取り組み、従来通りの大内まつりを実施することができた。

550,000円

（成果）　多くの地区民が参加され、町内対抗で競技を行うことにより、地区民の体力づく
りと心の触れ合いを促進した。

大内ふるさとカレンダー作成

251,680円

第４６回大内まつり

兼務しているが、概ね良好に処理できている。

（今後に向けて）　更に、業務の合理化を進める必要がある。

5,134,638円（うち自主財源13,307円）

47,668円（うち自主財源46,000円）

（実施時期）　令和7年４月～令和8年３月

（今後に向けて）　非常に好評で、今後も継続する。写真応募者が少ない為、応募しても
らえるように検討する。

（実施内容）　地域の企業や団体が事業の紹介や販売、体験を通して地域住民と交流す
るフェア

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　もちまき・ビンゴ有りの終日開催ができ、地域住民の発表・交流の場ができた。

（成果・評価）　大内まちづくり協議会や大内っ子まもり隊の会等の事務局業務を

（参加人数）　約5000人

（今後に向けて）　地域住民が集えるまつりになるよう、取り組んでいきたい。

（評価）　地域住民の交流の場として運動会を継続していく方法を検討している。

（評価）　地域の企業、団体の活動の紹介、地域住民との交流の場になった。

地域産業振興事業

（参加人数）　２３の企業や団体、来場者約500人

（今後に向けて）　秋の産業フェアを、これからも地域の交流の場として定着させたい。

（実施内容）　大内地域の風景写真と子どもが作成した標語を掲載するカレンダーの作成

（実施時期）　令和７年１１月２３日（日）

（成果）　令和４年から継続して開催している。地域の企業や団体、地域住民の交流がで
きた。

（評価）　年度始まりの標語・写真入りの月めくりカレンダーを今年度も完成できた。

（運営費の主な内容）　大内まちづくり協議会、大内っ子まもり隊の会及び関係団体の事務

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　　事務局員：１名

（成果）　大内地域や大内の小中高校の行事を掲載することにより、親しみやすいカレン
ダーができた。1000部のカレンダーを作成し、自治会や地域関係者及び希望者に配布
した。

（実施時期）令和７年１０月１９日（日）

（参加人数）　3000人

大内地区健康体育祭

（参加人数）　地域住民対象
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　約２００人

（今後に向けて）　地域住民に対するサービスを、更に向上させる。

（成果）　小中学校のＰＴＡと文化教養部会、安心安全部会の部会長とで、防災キャンプ
の企画運営につ いて話し合った。
（評価）　大内地域の担い手確保にもつながっている

（成果）　協議会だよりやおおうちだより等の広報誌を全戸配布し、広報活動に努めた。

大内地区じんけん学習まちづくり大会

防災キャンプ企画・運営事業

（評価）　必要な資料をタイムリーに提供している。

（実施時期）　令和７年９月２３日（火・祝）、１１月１日（土）

2,181,000円（うち自主財源977,128円）

（実施内容）　印刷機（モノクロ２台）、コピー機（カラー1台）をリースで使用

（実施内容）　人権と命の尊厳を学ぶ学習活動

（評価）　２回目の熟議で市議会議員を交えて意見交換し、地域づくり活動を行うために、
異年齢で話し合うことが重要であった。

（評価）年間行事として定着しており、講師の近藤鉄浩氏の講演は地域住民から高評価だった。　

18,199円

（実施内容）　住みよい大内地域にするためには。というテーマでの熟議の開催

113,645円

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

35,804円（うち地域の担い手確保促進特別交付金35,804円）

（成果）　地域づくり活動への提案事項について、子ども達の視点で考えた。

（評価）　事務局で更新可能となり、協議会の活動をタイムリーに紹介できた。

138,050円

大内地区広報誌等印刷事業

（実施内容）　協議会ホームページの情報提供及びサーバー管理費

（今後に向けて）　防災キャンプの企画運営委員会を行うことで、新しい地域の担い手確
保にもつながると考えている。

（今後に向けて）　新鮮な情報を掲載すると共に、更にサービスの充実に努める。

大内まちづくり協議会情報共有

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　地域住民対象

大内子ども未来プロジェクト

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　地域住民対象

（参加人数）　地域住民対象

（実施内容）　市からの地域の担い手確保促進特別交付金を活用し、来年度防災キャンプを開催
するために、地域住民にむけて実行委員を募集し企画運営委員会を実施した。

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（今後に向けて）　地域課題について、継続的に子ども目線で検討していきたい。

来年度も引き続き実施する。

（成果）　協議会の活動状況や各種のたよりを地域住民に提供できた。

（実施時期）　令和７年１１月９日（日）

（成果）地域住民の人権意識の向上

（参加人数）　１回目１５人、２回目２４人（大内小・大内南小・大内中・中央高校の生徒と市議会議員４人）
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事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（成果）　運動量の把握に加え、保健師、栄養士の個別健康指導が効果的であった。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

44,702円

健康増進スポーツ大会

35,835円

（実施内容）　高齢者を対象に、春と秋にスポーツ大会を開催

（評価）　高齢者への生きがいづくりでもあるので、継続して行っていきたい。

（実施内容） 希望者には活動量計の貸出を行い、保健師や講師による講話や運動などを行った

（実施時期）　令和７年７月～令和７年１１月

（参加人数）　ストレッチ体操　１４名、応援講座１５人、意見交換会　関係機関９団体

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

53,383円

（今後に向けて）　令和８年度からは、第４期まちづくり計画で事業を行っていく。

第４期まちづくり計画策定事業

74,800円

（実施内容）　住民アンケートをもとに報告書を作成し、第４期まちづくり計画を作成し大内地域に全戸配布した。

（成果）　高齢者の福祉向上と生きがいづくりを考えた。

（実施内容）　老人対象の教養と健康講座を中心にした講演会

（評価）　ウォーキングやふまねっと、リンパ体操などもあり、参加者からの評価は高く、次
年度も実施したい。

（評価）　アンケートの報告書をもとに、みんなで計画づくりを進めたい。

（実施時期）　令和６年４月～令和８年３月

（参加人数）　策定委員１６人、アンケート対象住民１０００人・小学５年生（大内小・大内南
小）・大内中２年生の児童

子育て応援講座

48,951円

（成果）　体操や子育てについての講演を聞いて、親同士が子育てについて情報交換を
行った。また、関係機関同士の意見交換も行われた

（実施時期）　令和７年１１月２１日（金）

大内地区老人大学開講

（参加人数）　 5回の講座で、延べ９１名

（参加人数）　６４人

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

元気あっぷ健康講座

（成果）　前回、前々回の住民アンケート結果と比較することができ、課題が見つかった。

（実施時期）　令和７年５月と１０月（グランドゴルフ・ペタンク・カローリング・ゲートボール）

（参加人数）　延べ１７４名

（実施内容）　子育て中の親を対象にしたストレッチ体操と子宮頸がん予防ワクチンにつ
いての啓発講座の実施、子育て関係機関による情報交換会の実施

（実施時期）　令和７年７月３日（木）・９月２８日（日）

（今後に向けて）　来年度も複数回実施していきたい。

（成果）　高齢者の気力と体力の向上を図ることができた。

（評価）　スポーツを通して、仲間同士の触れ合いの場づくりができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　体操や子育てについての講演を通しての情報交換は、心身ともに有意義な会であった。
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事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　来年度も、2回開催して実施する予定である。

自主防災活動支援事業

みんなで語ろう講座

28,000円

51,357円

（実施内容）　岡村真紀さんと福田百合子さんの講演とグループ座談会を実施

（実施内容）　自主防災組織設立の促進・活動支援

（実施時期）　令和７年１１月２１日（金）・令和８年１月１７日（土）

（参加人数）　延べ５６名

（成果）　両講演は好評で、大人の交流だけでなく、子ども同士の交流も行われた。

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努めている。

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　令和７年度は、新たに自主防災組織を設立した自治会はなかったが、活動支援
の申請が３団体あった。

（評価）　各自治会に働きかけ、地道に組織の設立・活動支援に取り組む。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

災害対策の充実

329,333円

（実施内容）　各自治会で活用できる防災機材の補充

（実施時期）　令和７年７月～令和８年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　防災用資機材（ブルーシートや土のう袋ほか）や希望する防災グッズを自治会に配布した。

（評価）　災害時に備え、各自治（町内）会に必要な防災グッズを支給している。

（今後に向けて）　継続的に防災資機材の整備を行う。

巡回パトロール

61,400円

（実施内容）　夜間パトロール及び児童下校時の安全対策を目的としたパトロール

（実施時期）　青少協：毎月１０日・２０日の２回実施している。

（参加人数）　青少協　１０名

（成果）  定期的に各小学校区を巡回し、児童生徒の安全確保に寄与している。

（評価）　地域内の治安の維持や防犯に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内っ子まもり隊活動の推進

150,000円

（実施内容）　児童登下校時の安心、安全のためのみまもり活動

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　隊員１３６名

（成果）　子どもたちの登下校時の安心と安全を確保している。

（評価）　主に老人会の協力で実施しているが、地区により隊員確保が難しい状況である。

（今後に向けて）　隊員確保に努め、来年度も引き続き実施する。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

反射鏡設置補助

325,000円

（実施内容）　反射鏡設置や修復に対する補助金事業

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　７自治（町内）会

（成果）　自治会からの要望で新設４カ所、補修４件を実施した。

（評価）　反射鏡の整備により、交通事故の防止を図っている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

交通安全教室の開催

29,024円

（実施内容）　高齢者を中心に夜間の交通安全教室を開催

（実施時期）　令和７年９月２０日（土）

（参加人数）　４１名

（成果）　山口そうごう自動車学校を会場にして、警察職員の指導のもと、暗がりでの歩行
者の見え方などを確認し、交通安全に対する意識向上につながった。

（評価）　住民の交通安全意識の高揚のため、必要な事業である。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

土木工事（法定外公共物等整備）

4,096,000円

（実施内容）　法定外公共物の整備

（実施時期）　令和７年８月～令和８年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　道路舗装等１０件、水路工事３件を実施した。

（評価）　希望する自治会が多く、不採用案件もあり、次年度に持ち越しになっている。

（今後に向けて）　各自治会からの要望も多く、拡大して実施する方向である。

交通安全環境施設設置整備

0円

（実施内容）　法定外公共物事業で対象にできない交通安全施設整備の助成

（実施時期）　令和７年８月～令和８年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　今年度は法定外公共物等整備事業のみだった。

（評価）　制度が地域に定着し、整備が進んでいる。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

河川環境美化活動助成金交付

546,995円

（実施内容）　対象６河川の美化活動の助成

（実施時期）　令和７年５月～令和７年１２月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　対象河川のある自治会で、それぞれ美化活動が実施された。

（評価）　自治会活動の一環として定着し河川美化に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　２０年以上の継続事業であり、来年度も継続する。

（成果） 青少協役員で立看板３３枚を製作した。

（評価）　作成した看板は各自治（町内）会に配布し、通学路等に設置して啓発を行っている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

標語ポスターの作成

（参加人数）　大内地区の９保育及び幼稚園児、職員、役員

（実施内容）　募集した標語を、立て看板として作成

（評価）　学校内で生徒と児童の標語応募は、毎年の行事として定着している。

（参加人数）　山口中央高校や大内中の有志生徒、先生と青少協役員　合計約４０名

（実施時期）　令和７年７月～８月

（評価）　ハイキングや行楽客が、安全で快適な登山が出来るようになりつつある。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

不法投棄防止運動

0円

里山河川ふれあい補助

300,000円

（実施内容）　大内地区の里山や河川等の環境整備の助成

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　約３００名

（成果）　３団体（氷上、象頭山、大内桜）の活動助成を行った。

食農教育

（評価）　効果が出ている箇所も多いが、不法投棄がゼロになっていない現状がある。

（今後に向けて）　住民の意識向上のため、更に取り組みを充実していく。

（成果）　児童生徒の優秀標語をポスターに印刷し、幼稚園や自治会に配布した。

（実施内容）　ゴミの不法投棄を防止するため、防犯カメラやセンサーライトを購入（今年度は購入しない）

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　約10人

40,028円

33,660円

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施するが、年内にポスターは完成させたい。

標語看板の作成

（実施内容）　大内地区４つの学校の優秀標語をポスターにして配布

（実施時期）　令和７年８月～令和８年３月

（参加人数）　山口中央高１年生、大内中２年生、大内小・大内南小５年生全員

（成果）　不法投棄物の撤去やパトロールの実施、防犯カメラや防犯ライトを設置した。

32,000円

（実施内容）　地区の幼稚園、保育園等の園児によるサツマイモの芋掘り体験活動（不作の為、中止）

（実施時期）　令和７年６月（サツマイモの苗植え）

（成果）　今年度は、サツマイモが不作の為、収穫体験ができなかった。

（評価）　不作の年もあるなど農業の大変さも含めて、農業に関心を持たせるという教育の
効果があがっている。
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事業名 夏のフェスティバル

事業費

（実施内容）　各自治会の子ども達が企画運営する夏まつり

（実施時期）　令和７年８月２３日（土）

事業概要 （参加人数）　200人

（成果）　子ども達が企画し運営する活動として定着している。

（評価）　子どもが主体的に企画や準備する活動として継続して支援していきたい。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　しめ縄・門松の作り方を教えることで伝統文化を継承

（実施時期）　令和７年１２月２１日（日）

（参加人数）　約１００人

（成果）　地域の子ども達に、伝統文化を継承する良い行事となっている。

（評価）　高齢者と子どもがふれ合うことで、世代間交流ができている。

（評価）　子ども達の参加が多数あり、世代間交流が活性化し楽しい行事となっている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内コドモジカン

139,263円

（実施内容）　学習会や芋掘りなど

（参加人数）　６自治会の役員、子ども達　　約１００名

（成果）　各自治会、町内会で長期休みを利用して実施した

大内ごみゼロ！プロジェクト

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（実施時期）　令和７年６月～令和８年１月

（実施内容）　地域住民同士で、大内地域の環境美化活動の実施

（成果）　活動募集のチラシを各学校へ保護者メールで送信してもらい、自治会へは回覧
して周知徹底をすることにより、美化意識の向上につながる。

（評価）　各自治会へ回覧を行ったことで、子ども以外にも情報が浸透し、地域住民からも
問い合わせがあった。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

三世代交流輪飾り・ミニ門松づくり

24,474円

23,168円

（実施時期）　令和７年１２月７日（日）

（参加人数）　30人

大内史跡探訪会

118,323円

（実施内容）　史談会の方に講師をお願いして、リフレッシュパークから長野地区を探索
　　　　　　　　し、大宮堤まで歩きリフレッシュパークに戻った。
　　　　　　　　　問田の武家屋敷跡の看板が破損したので、復旧工事を行った。

（実施時期）　令和７年１１月２５日（火）

（参加人数）　１５名

（成果）　地域にある史跡のすばらしさを伝えるために有効な活動である。

（評価）　史跡探訪を重ねることで郷土愛を育み、人と人とのつながりを深めていきたい。

（今後に向けて）　地域の史跡資源を更に発掘する。

156,806円
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名 予備費

事業費

（実施内容）　

（実施時期）　

事業概要 （参加人数）　

（評価）　

（成果）

（今後に向けて）　事前に計画しながら事業をすすめるが、緊急の場合等に予備費を活用する。

0円

60,000円

地域協育ネット支援

160,000円

（実施内容）　大内協育ネット活動への助成

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（実施時期）　大内中（10月4日（土））、大内小・大内南小（9月27日（土））
　　　　今年度は、小中学校だけでなく、地域全体の教育講演会が行われた。

（参加人数）　児童生徒・職員・保護者・地域住民　約1000人

（成果）　生徒だけでなく、教職員､保護者・住民を対象にした講演会を助成する。

（評価）　心にのこる教育支援会を行い、生涯学習につながった。

（今後に向けて）　地域と学校の連携のための事業を引き続き行う。

（参加人数）　大内中、大内小、大内南小及び地域の保育・幼稚園児

（成果）　家庭教育の充実に視点をおき、家庭用啓発チラシを作成

（評価）　地域の子どもは地域で育てる意識を高める活動として定着してきた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き助成する。

教育講演支援

学校環境整備支援

（今後に向けて）　学校運営に協力していく。

89,935円

（実施内容）　地域住民が活用する学校施設の整備支援

（実施時期）　令和７年４月～令和８年３月

（参加人数）　約１，０００人

（成果）　大内中、大内小、大内南小の清掃用具や花壇の整備に係る資機材を整備する
ことができた。

（評価）　環境整備用の資機材を提供している。

（実施内容）　教育講演会の助成
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